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ＱＣサークル紹介 ＰＣ

本 部 登 録 番 号 サ ー ク ル 結 成 年 月

目指せ!!安全な職場環境!!

～私たちの可能性は無限大～

富士フイルムマニュファクチャリング株式会社 増田 詩織・岡田 佳久

私たちのサークルは、コロナ禍で衰退していた物流

グループの活気を取り戻すために、2021年度にエキ

スパート社員のみで結成したサークルです。

｢守･破･離｣の3ステップで無限の可能性を引き出し、物

流グループを活気付けた3年間の歩みを聞いて下さい。

当社は神奈川県海老名市に本社を置き、鈴鹿事業所
は4つ分野で構成され、複合機のキーユニットを製
造し国内外に出荷しています。

当時、物流グループは製造部に比べて活気がなく、そ
んな職場に、日の光を当てようとQCサークル活動に
力を入れ、黒子サークルを結成。2011年には東海支
部選抜大会で審査員特別賞を獲得しました。

黒子サークルは正社員のみの構成でしたが、これからは推進者となり期間契約社員を含めた全員参加型の小集団活動
をスタート。半期に一度、楽学シネマ会という課内発表会を開催しました。以降、物流グループは数多くの外部発表
に参加し、3つのサークルで全日本選抜大会｢金賞｣を獲得。私(増田)が入社した2018年には、活発な職場へと成長
していました。

マスダ シオリ オカダ ヨシヒサフジ カブシキガイシャ
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2020年、新型コロナウイルスが世界に猛威を振るい、材
料不足や船の遅延でラインストップが多発。恒例だった
楽学シネマ会も中止。会合の頻度も減り、QC活動離れが
進みました。

現在のサークル構成は、正社員、エキスパート社員、期間
契約社員で構成されていますが、サークル間の壁を超える
ため、横断的な活動を狙いエキスパート社員を集めた小集
団を結成しました。
｢無限の力を引き出す!!｣という意味を込めてインフィニ
ティサークルと命名。リーダーは増田、副リーダーに岡田
が任命。｢黒子サークル｣のように、今度は自分達が物流グ
ループの活性化を目指します。

現在のサークルレベルは、｢黒子サークル｣とは程遠く、D
ゾーンになります。

｢守･破･離｣の3ステップで、教えを守り･型を破り･個性を
発揮し、物流グループを活気付けた｢インフィニティサー
クル｣3年間の歩みを聞いてください。

私は、陸上部の副キャプテンとして学生時代を過ごし、旅
館のフロント事務へ就職しましたが、｢体を動かす仕事が
したい!!」と期間契約社員として今の会社へ転職。2021
年にエキスパート社員に登用されました。

・エキスパート社員とは･･･
特定の業務及び技能に特化したスキルを有していると、会社から認められ登用された無期雇用の従業員。

様変わりした物流グループに、4年ぶりに帰国したチー
ム長から｢そんなんで楽しいんか!!｣と一喝。
確かに私(増田)も、｢コロナ禍だから｣と割り切っていま
したが、入社当時と比べ、各サークルの間には壁が生ま
れていました。
学生時代、切磋琢磨できる環境に｢楽しさや、無限の可
能性を感じた｣経験と重ね、｢物流グループの活気を取り
戻したい!!｣と、働きかけました。



1年目：「守」 教えを守り基本を身につける

2年目：「破」 既存の型を破り発展させる

現行整員で増産対応!!～場内物流導線の最適化～ (活動期間：2021年7月～2021年9月)

2022年、新たに新機種が立ち上がり、全国に設置されて
いる既存機種との入替プロジェクトが予定され、部門方針
の元、各サークルそれぞれの領域で改善を行いました。私
たちは販売物流の「配送費の抑制!!」に取り組みました。

感染症拡大(第6波)に伴い会合が規制され、業務エリアが
離れている環境下で、会合の進め方を考えました。
メンバーのアイデアを参考に、社内PCのオンライン
チャット機能を活用して活動を進めました。

この活動を含めた増産対応の改善は、事業所
大会で｢金賞｣を獲得しました。
外部発表へも参加でき、活気を取り戻すきっ
かけになりました。
私(増田)は、大きな成果に自身が付き、自ら
行動すれば可能性は広がる事を実感しました。
サークルレベルは、X軸Y軸共に向上し、C
ゾーンへ成長しました。

まずは、黒子サークルの活動を当時のメンバーであるチー
ム長にヒヤリングしました。
「土台作りが大切!! QC検定への挑戦、楽学シネマ会の開
催、積極的に外部発表へ参加する等、全員が評価され主役
になれる環境を作る事!!｣と、助言を頂きました。

陸上部時代の経験と重なり共感した私は、QC検定3級
を取得し、QC勉強会を開催しました。また、全員が主
役になれる場として楽学シネマ会をリモート開催で復
活させました。チーム長から、実践も必要とアドバイ
スを頂き、新機種の増産に対して「場内物流導線の最
適化」に取り組みました。



関連会社様と連携して取り組んだこの活動は、事業所大会で｢銀
賞｣を獲得しました。
さらに、富士フイルムグループ主催の改善事例発表大会に招待
発表として参加しました。
私(岡田)は大きな成果に、人との繋がりで可能性は広がる事を
実感しました。サークルレベルは、Bゾーンまで成長しました。

改善事例① 新機種入替対応!!～くの字配送で配送費抑制～ (活動期間：2022年1月～2022年4月)



3年目：「離」 基本から離れ個性を発揮する

改善事例② 目指せ!!安全な職場環境～構内の人車分離活動～ (活動期間：2022年10月～2023年3月)

感染症対策が緩和され、全員参加の会合が可能になり
ました。部門重点目標に「変革テーマへの挑戦」と
「安全な職場作り」が追加されました。
今までのテーマ選定方法では「出来そうなテーマが高
く評価される」傾向がありましたが、これからは「実
現性」を評価指標から除いて評価し、選定されたテー
マに対して、上長を交え検討する方法に変更しました。
また、今までは品質改善がメインでしたが、これまで
培った経験を活かし「安全」をテーマにQCサークル
活動で取り組む事にしました。

早速、上長を交え安全に対する「活動方針」を検討しま
した。最も危険度が高いヒヤリハットとしてフォークリ
フトとの接触ヒヤリがあり、撲滅が課題でした。あるべ
き姿は、荷役が必要な「軒下・プラットフォーム」は
「人車のエリアを分離」する事。
「場内」は、「歩行者エリア」としリフトレス化する事。
と方針が決まり、現場からは驚きと不安の声が広がりま
した。

今回は「実現したことのない高い目標に挑戦する」という
事で、3つの型の内「課題達成型」QCストーリーで取り組
む事にしました。



私たちの可能性は無限大!!

サークルレベルはAゾーン
まで成長し、目標の｢黒子
サークル｣へ追い付くこと
が出来ました。

不可能と思われていた構内の人車分離活動は、事業所
大会で｢優秀賞｣を獲得。私たちは今年、正社員登用試
験に合格し挑戦すれば可能性は広がる事を実感しまし
た。メンバーも個人目標に向け挑戦中で、切磋琢磨出
来る環境が根付き出しました。

3年間の振り返り

・1年目：教えを守り知識を付け、テーマ完結!!
・2年目：関連会社様との連携で、改善の可能性を拡張!!
・3年目：安全をテーマに、職場環境を変革!!

無限の可能性を引き出し成長すると共に、活気に溢れる物流
グループを取り戻す事が出来ました。

私たちは、先輩たちが築きあげた活発な職場環境を、
一瞬にして枯らしてしまいました･･･。
これからの私たちの使命は、各サークルの推進者と
なり、新たな芽を決して枯らすことのないよう、学
びを活かして維持・継続していく事です。
・自分から行動すれば可能性は広がる!!
・人との繋がりで可能性は広がる!!
・挑戦すれば可能性は広がる!!

3年間のまとめ


